
緒 言

Lenalidomide（Len）は thalidomide（Thal）の 誘 導 体

で，免疫調節作用と直接的な抗腫瘍作用を併せ持つ im-

munodulatory drug（IMiDS）である１）．直接的な抗腫瘍

作用としては癌抑制遺伝子の発現誘導や腫瘍細胞のアポ

トーシス誘導などが知られているが，その一方で T 細

胞や NK 細胞の活性化，TNFα の産生抑制，Th１細胞増

殖，血管新生の抑制などの免疫的な機序による間接的な

抗腫瘍作用を持つとされる．このような作用機序の二面

性を有する IMiDS としての性質が，Len に高い薬理効

果を発揮させていると考えられる．Thal と比較して末

梢神経障害や眠気などの副作用が軽減され，第二世代の

IMiDs として注目されている．

Len は，dexamethasone（DEX）との併用により多発

性骨髄腫に対し抗腫瘍効果を発揮することが知られてい

る２）．現在 Len が保険適応となっている再発難治性多

発性骨髄腫においては全身状態不良な症例も多く，有害

事象を適切にコントロールする必要がある．一方日本人

においては血栓症などの副作用や治療効果が欧米人とは

異なる可能性がある．また DEX の併用量は早期死亡や

治療継続可否に影響を及ぼすと指摘されている３）．今回
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要 旨：Lenalidomide（Len）は dexamethasone（DEX）との併用で多発性骨髄腫に対し優れた抗腫瘍

効果を示す．今回我々は横浜市立大学リウマチ・血液・感染症内科関連施設で２０１０年７月から２０１１年

３月までに Len を投与した再発難治性多発性骨髄腫２８例の背景と治療経過を後方視的に調査した．

観察期間及び治療サイクル数の中央値は１２０（４‐１８１）日，３（１‐６）回であった．DEX 併用量は症例

ごとに様々であった．高容量 DEX（４８０mg/サイクル）併用は２例のみであった．主な Grade２以上

の有害事象は好中減少，血小板減少，腎障害，皮疹であった．血栓症は認めなかった．治療開始後１００

日の全生存率は８１．２％，Partial Response 以上の奏功率は４６．４％であった．２８例中１０例が無効又は有

害事象のために治療中止となった．治療を継続できた１８例中５例で Len を減量又は一時休薬し７例

で DEX を減量した．今後，有効症例を蓄積し効果と安全性を高めるような投与方法をさらに検討す

る必要があると考えられた．
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